
022

本稿では，伝統音楽・芸能を伝統芸能と記し，

近代化以前に興ったものと定義し，話を進めま

す。いわゆる邦楽や能楽，歌舞伎，人形浄瑠璃な

どです。伝統芸能の現状と継承の仕組みを概観す

ることで，現代的な課題について考えていきたい

と思います。

❶	伝統芸能の現状
伝統芸能に関する統計データ等はほとんどな

く，客観的に現状を把握することが難しい状況で

すが，『レジャー白書』（日本生産性本部）のデー

タから，伝統芸能を含む伝統文化全般の現状の一

端を知ることができます。

伝統文化への参加人口は全体的に減少傾向で，

特に 1990年代以降の減少幅が大きいです。いわ

ゆる生活文化とされる茶道や華道の参加人口は，

邦楽や日本舞踊などに比べると多く，学校での部

活動等が影響していると思われます。市場規模も

全体的に減少していますが，参加人口と比較する

と減少が緩やかです。つまり，参加人口は減って

いるが，一人当たりが支払う金額が増えること

で，市場規模の縮小が抑えられていると言えま

す。

伝統芸能の担い手に関しては，『芸能白書－数

字にみる日本の芸能 2001』（芸能文化情報セン

ター）に収入源に関するデータがあり，芸能別に

舞台出演，教授活動，その他に分けて知ることが

できます。2000年のデータで，舞台出演による

収入の占める割合がもっとも高いのは歌舞伎（商

業的なもの）の約 94％，次に能楽の約 33％が続

きます。邦楽（長唄）は約 20％，日本舞踊は約
6％です。教授活動による収入は，舞台で収入を

得ることが難しいものほど高くなります。注目す

べきは，その他による収入です。能楽はその他収

入が約 35％，邦楽（長唄）は約 50％，日本舞踊

は約 43％で，これは西洋音楽など他のジャンル

と比較して高い割合です。伝統芸能，特に邦楽と

日本舞踊では，舞台出演や教授活動以外の収入源

がないと生計を立てていくことができないのが現

状ということがわかります。
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伝統芸能の担い手の収入源

2000 年データ 全体
邦楽 伝統演劇 邦舞

長唄 三曲 能楽 歌舞伎 日本舞踊

舞台・コンサート寄席出演 29.4 20.4 2.6 32.8 93.7 6.6

教授活動 24.4 26.7 31.0 30.3 1.5 46.3

その他 27.4 49.4 65.0 34.7 0.3 43.0

2014 年データ 邦楽 伝統演劇 邦舞

舞台，コンサート，ライブ，寄席，ショー等への出演 13.2 43.6 6.7

教える仕事（ワークショップ・体験指導も含む） 33.9 24.0 50.1

芸能に関するその他の仕事 30.0 2.2 2.6

年金，不動産，その他の事業経営 26.2 14.9 21.2

上記以外の収入 21.2 13.1 15.0
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商業的な興行が行われている歌舞伎以外の伝統

芸能では，技芸で得られる収入としての教授活動

は重要です。雑誌『上方芸能』が日本舞踊を対象

に行ったアンケートでは，2000年から 2014年の

データを比較し，弟子の数が減っていることが明

らかにされています（上方芸能編集部 2004，
2014）。しかし，弟子獲得のための活動は特にし

ていないと回答した人が 70％以上という結果で

した。

以上のことから，伝統芸能では，享受者一人あ

たりの支払い金額が全体的に高くなっており，

年々「一部の愛好家のためのもの」，「お金のかか

るもの」になっている可能性があることが指摘で

きます。加えて，歌舞伎以外の伝統芸能では，教

授活動やその他収入がなければ，生計を立ててい

くことができないこともわかりました。芸能によ

る差は大きく，特に邦楽と日本舞踊では，その他

収入への依存度が高く，これは担い手の多くが女

性であることも影響していると思われます。

享受者が少なくなる中で，上記のような状況が

続けば，担い手の減少，現在の担い手の技芸向上

に対する意欲の低下，少ないパイの奪い合いが生

じることが考えられます。拡大しない市場で競争

が激しくなれば，新しい担い手が育たず，伝統芸

能全体の衰退へ繫がっていくことが危惧されま

す。

そこで，享受者を増やすことと，担い手を育て

ることに着目し，伝統芸能の継承の仕組みと組織

を見ることで，今後の可能性を考えていきたいと

思います。

❷	伝統芸能の継承方法
伝統芸能の継承方法は大きく 4つに分けられま

す。1つは家元制度で，能楽，邦楽，日本舞踊な

どがこの方法で継承されてきました。2つ目は公

的支援です。これは文楽が該当します。歴史的に

は，文楽は人形浄瑠璃の一座でしたが，現在では

国の公的支援によって継承されています。3つ目

が家による継承を元にした商業的な公演です。松

竹が興行する歌舞伎がこれに当てはまります。最

後は地域の民俗芸能（地歌舞伎や人形浄瑠璃な

ど）に見られるボランタリーな組織による継承で

す。地域の担い手や支援者を中心とした保存会で

活動をしているところが多いです。本稿では，日

本の伝統芸能の多くで採用されている家元制度を

取り上げます。家元制度を理解することで，上述

した伝統芸能の現状における継承方法の持つ課

題，課題解決に向けた今後の方向性を検討しま

す。

❸	家元制度
家元制度とは，家元を頂点とした組織であり，

以下の 3つの特徴を持ちます。1つは，伝統的な

技芸があり，伝統の正統性を保有し独占している

家のもとで技芸を継承していきます。2つ目は，

二人以上の集団を形成し，教える人と教えられる

人という構造のもと，弟子を無制限に広げていく

ことができます。3つ目は，技芸は無形で秘匿さ

れていることです。技芸を有形化し（テキスト化

する，体系的に学べるような教育プログラム化す

るなど），公開すると，家元組織に入らなくても

技芸を身につけることができるため，無形で公開

しないことは家元制度を維持する上で重要な点と

なります。家元制度は権限を家元に集中させ，不

完全相伝と免状制度をもとに弟子を増やし，実演

家を育てる制度です。

家元制度は，実演活動への家元の関与の程度に

よって，大きく 2つに分けられます。現状では，

家元の実演活動への関与が深いのが能楽，そうで

ないのが邦楽や日本舞踊と言えます。

能楽（ここではシテ方観世流を例にします）は

家元，職分，準職分，師範，研修生という職制を

設け，職制ごとの役割を明確にしています。能楽

の公演は基本的には職分を頂点とした家組織が担

います。職分はプロの実演家を育てる役割を持

ち，能楽の家元組織はプロの実演家である能楽師

を管理する側面が強いです。家元，分家，職分は

基本的に世襲ですが，試験が設定されており，全
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員の合意が必要とされています。非世襲の部分に

おいても試験はあります。

流派で継承される演目は 100程あり，難易度別

に身につけていく演目の順番が決められていま

す。能楽では演目別に免状が設定されており，こ

の点が邦楽や日本舞踊とは異なります。ただし，

すべての演目に免状が必要なわけではなく，難易

度別に流派の中で重要な演目のみに設定されてい

ます。

家組織や能楽師個人にとって，素人弟子は公演

の鑑賞者でもあり，能楽師の収入源でもありま

す。能楽師は師弟の関係でも，互いの弟子の数は

ほとんど把握していません。定期公演のような実

演では家組織で動きますが，素人弟子の管理や他

の公演に出演することなどの個人的な活動はほぼ

自由で，これらは能楽師自身に任されています。

つまり，演目ごとの免状制度で実演の質や能力を

コントロールしているため，個人の活動の自由度

は高く，能楽の家元制度は能楽師と名乗れるプロ

の質と数をコントロールする制度と言えます。

一方，邦楽の例を見ると，邦楽は素人弟子の数

をコントロールする側面が強いといえます。邦楽

の免状制度は階級制になっており，素人弟子にも

プロの実演家にも，すべての人に免状が適用され

ます。実演に関しては，師匠クラスの実演家の判

断で自由に行えます。素人弟子で技芸が優れてい

なくても，師匠が許可を出せば舞台に上がること

ができます。邦楽では，素人弟子も含めた発表会

がしばしば行われますが，弟子間に不公平が生じ

ないようにすることや，発表会の費用負担の問題

から，すべての弟子が舞台に出演することが多い

です。つまり，邦楽では，免状によって素人弟子

の数をコントロールし，教授活動で所得が得やす

いように「制度」設計されているといえます。

❹	伝統芸能のマネジメントの難しさ
以上のことから，家元制度とは，家元という伝

統の正統性を背景に，実演の質の保障，または所

得を保障する，どちらかの側面を持っていると考

えられます。世襲や試験によって伝統の正統性を

示し，その伝統の習得に時間と費用がかかること

で実演家の価値を高め，それが実演家の収入の源

泉になっています。ただし，所得のために免状を

多く発行し，素人弟子の数を増やしすぎると，免

状の価値と実演の質の双方が低下し，長期的には

所得保障がなされない可能性があることには注意

が必要です。

家元制度には批判も多いですが，伝統の正統性

を与える家元という存在がない場合，どのように

伝統であることを人々に示すのか，その仕組みを

考えなければなりません。現代における「伝統」

という言葉には，今の時代にはない希少性が暗示

されており，伝統が容易に習得できるなら，伝統

に対する価値は低下し，伝統芸能を学ぶ人や公演

チケットを買う人を減らしてしまうことになりま

す。継承のために多くの人に広めたい一方，誰で

も手に入れやすいものになると価値は低下し，鑑

賞者であり担い手でもある弟子の減少を招く，と

いう矛盾を抱えています。伝統芸能のマネジメン

トは，この矛盾とどう向き合っていくのかという

ことでもあります。

❺	伝統芸能の現代的課題
伝統芸能のマネジメント上の課題は，⑴伝統の

所在とその正統性をもとにルールの変更を考えて

いくこと，⑵従来とは異なる鑑賞者と担い手の育

成を検討することの 2つと考えられます。

伝統芸能が今後も「伝統」という戦略を採るの

であれば，人々のライフスタイルにあった継承方

法を考えていくほかありません。現代における伝

統の所在と正統性を再検討し，変更できる部分で

時代に適応していくことが求められます。例え

ば，歌舞伎や文楽では，男性しか舞台には立てな

いルールを守り，ここに伝統の 1つを見出してい

ると言えます。しかし，能楽は女性や外国人の実

演を認めるようになりました。時代とともに，何

を伝統とするかは少しずつ変化しています。伝統

は不変ではないことを踏まえて，現代において伝
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統として守ることと，変えていく部分を考える必

要があります。同時に，伝統の正統性をどのよう

に示すかも検討しなければなりません。家元制

度，世襲制の中で，家元や師匠，家が正統性を示

すのか，技芸の型や芸能の形式が示すのか。世襲

制をなくし，公的支援で継承される文楽は，技芸

の型を継承することに伝統を見出しています。経

営学的に言えば，ブランド化と品質保証の方法を

考えるということになるでしょう。

もう 1つは，これまでのように素人弟子を中心

に，鑑賞者＝担い手という構造を続けるかどうか

です。かつては素人弟子が多く，彼（女）等が公

演の鑑賞者にもなり，非世襲のプロの実演家が育

つこともありました。しかし，現在は伝統芸能を

習う人，素人弟子の数は減少する一方です。現代

的な生活スタイルと日本の今後の人口減少を踏ま

えると，この流れを変えることは難しいと言わざ

るを得ません。

鑑賞者や担い手の育成方法を検討する上でも，

上述した伝統の所在の問い直しが重要になりま

す。外国人の実演家を積極的に育成することもあ

り得るかもしれません。伝統芸能は組織，制度と

して継承されていることから，個人，特に芸歴の

浅い人が既存の伝統芸能の組織や制度から逸脱

し，伝統の問い直しを行うことは難しいです。逸

脱した時点で，伝統とは見做されなくなるからで

す。伝統芸能の世界においては，既存の組織，制

度の中で一定の地位のある人が，今後の伝統とそ

のルールの見直しを担わなければ，変化していく

ことができないのかもしれません。

伝統芸能の鑑賞者や担い手の育成が難しい理由

として，伝統芸能を理解し楽しむには一定の知識

と経験が必要ということもあげられます。例え

ば，学校公演で 1回能楽を見ただけで理解するこ

とはできないでしょう。継続的に触れる機会があ

ることで，少しずつ分かることや，経験を積み重

ねて面白くなることも多いです。人々の継続的な

経験をどうやって作り出すのかを検討する必要が

あります。一般に，20～50代は，仕事や育児，

介護等が忙しく，ゆっくり文化・芸術に触れる機

会を持つことは難しいと言われています。生活に

ゆとりができ，何かをはじめたいと思ったときに

身近に機会があるような環境づくりにも目を向け

ることが求められます。

これを実現するには，個人の活動だけでは限界

があります。組織での取り組み，組織と組織の連

携が不可欠です。例えば，能楽の流派同士が協力

をして，人々が気軽に能楽に触れることのできる

場づくりをするといったことが考えられます。能

楽と日本舞踊など，異なる伝統芸能同士が連携す

るということがあってもいいと思います。現在

は，伝統芸能への関心が低下する中で，小さなパ

イの範囲で活動をしている，または個人単位で可

能性を模索しているという状況と思われます。

ジャンル，流派，社中や家組織を超えて協力する

ことで，新たな活動領域の開拓，パイの拡大へと

舵が切られることに期待したいです。
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